
千
里
山
線
の
踏
切
道
を
ひ
も
と
く

ー
十
三
i
淡
路
間
|

二
十
回
生

浅

野

倉

平

十
一
子
3
淡
路
聞
は
千
里
山
線
で
は
な
い
が
、
こ
の
区
間
は
北
大
阪

電
気
墾
坦
が
、
十
一
一
一
か
ら
千
里
山
に
向
け
て
最
初
に
引
い
た
路
線
の

一
部
で
、
言
わ
ば
千
里
山
線
の
ル
l
ツ
に
あ
た
る
区
間
で
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
の
区
間
の
踏
切
道
の
名
称
を
最
初
に
付
け
た
の
は
北
大
阪

電
気
鉄
道
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
の
で
、
元
祖
千
里
山
線
の
区
間

と
し
て
、
前
回
に
引
き
続
長
蕗
切
道
の
由
来
も
ひ
も
と
く
こ
と
に
し

た
。
し
か
し
、
結
構
難
解
な
踏
切
道
が
多
く
、
残
念
な
が
ら
全
く
ひ

も
と
け
な
か
っ
た
踏
切
道
も
あ
っ
た
。

一
九
二
一
年

(
大
正
十
年
)
四
月

一
日
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
は
十

一一一

i
豊
津
聞
の
営
業
運
転
を
開
始
し
、
同
年
十
月
二
十
六
日
、
十
三

1
千
里
山
間
の
会
謀
を
開
通
さ
せ
た
。
し
か
し
、
十
三

i
千
里
山
間

九
・
三
回
(
現
在
の
キ
ロ
拳
の
内
、
実
に
四
十
三
%
に
あ
た
る
四
・

O
回
(
推

g
は
旧
国
鉄
が
敷
設
し
た
路
線
敷
き
を
利
用
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

月
九
日
、
現
在
の
駅
よ
り
二
0
0メ
ー
ト
ル
程
西
寄
り
に
設
置
さ
れ

開
業
し
て
い
る
。

北
大
阪
電
気
懇
坦
は
開
業
の
翌
年
、
治
線
の
名
所
案
内
と
分
譲
地

を
紹
介
す
る
「
大
阪
の
北
郊
と
北
大
阪
電
鍍
」
と
題
す
る
小
冊
子
を

発
行
し
て
い
る
。
そ
の
小
冊
子
の
中
で
、
鉄
道
の
敷
設
・
廃
線
の
払

い
下
げ
な
ど
の
経
緯
等
に
つ
い
て
次
の
知
く
記
し
て
い
る
の
で
、
原

文
の
ま
ま
、
そ
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
戴
く
。

嘗
曾
装
担
起
人
等
愛
に
見
る
所
あ
り
大
正
四
年
九
月
天
神
橋
六
丁

目
市
電
終
艶
を
起
動
と
し
柴
鳥
吹
田
、
垂
水
を
経
て
千
里
山
に
達

す
る
延
長
約
五
哩
半
の
電
気
錨
道
を
敷
設
し
一
般
旅
客
貨
物
運
輸
の

業
を
管
み
兼
て
沿
線
に
住
宅
経
替
を
試
み
ん
と
し
て
其
筋
に
出
願
し

大
正
五
年
九
月
を
以
て
免
許
を
得
た
り
爾
来
大
阪
北
部
の
開
稜
は
一

日
も
之
を
忽
諸
に
附
す
べ
か
ら
ず
の
朕
勢
と
な
れ
る
を
以
て
先
づ
沿

線
に
於
て
住
宅
経
営
約
五
十
高
坪
を
買
収
し
其
経
営
の
準
備
に
着
手

す
る
と
同
時
に

一
般
公
衆
の
利
便
を
慮
り
本
親
の
中
途
淡
路
よ
り
分

岐
し
て
淀
川
の
右
岸
を
西
走
し
阪
神
急
行
電
鍍
十
三
停
留
所
に
至
る

支
線
の
敷
設
方
並
に
淀
川
吹
田
問
、
宮
線
轡
埠
廃
線
路
約
二
哩
半
の

梯
下
を
出
願
し
何
れ
も
大
正
八
年
許
可
を
得
た
る
を
以
て
同
年
十
一

月
中
起
工
し
既
に
十
三
、
千
里
山
聞
は
開
通
の
運
に
至
れ
り
。

一
八
七
六
年
(
明
治
七
年
)
七
月
二
十
六
日
、
旧
国
鉄
は
大
阪
1

向
日
町
聞
を
開
業
さ
せ
た
。
当
時
の
大
阪
1
吹
田
間
の
ル
l
ト
は
、

大
阪
駅
か
ら
旧
淀
川
を
超
え
る
上
十
三
橋
梁
(
現
在
の
鉄
橋
よ
り
少

し
上
流
に
、
平
行
で
は
な
〈
斜
め
上
の
方
向
に
架
種
。
れ
て
い
た
)

を
渡
り
、
現
、
阪
急
葎
寺
駅
に
遣
し
、
淡
路
駅
・
下
新
庄
駅
・
神

崎
川
鉄
橋
を
経
て
、
吹
田
方
向
に
向
か
う
S
{子
刃
l
プ
に
入
る
あ
た

り
か
ら
、
緩
い
カ
l
プ
で
、
警
伊
吹
田
駅
手
前
に
あ
る
東
海
埠
線
ガ

ー
ド
に
繋
が
っ
て
吹
田
駅
に
至
っ
て
い
た
。

一九
O
一
年

(
明
治
三
十
四
年
)
新
淀
川
の
掘
削
に
伴
い
、
上
十

三
橋
梁
は
現
在
の
上
淀
川
橋
梁
に
掛
け
替
え
ら
え
た
。
こ
の
架
け
替

え
の
影
響
を
受
け
、
島
市
禅
寺
駅
付
近
か
ら
上
淀
川
鉄
橋
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
と
な
る
路
線
は
小
さ
な
急
カ
l
プ
が
3
つ
連
続
す
る
窮
屑
宮
路

線
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
宮
原
を
経
由
す
る
新

路
線
が
完
成
し
た
事
に
よ
り
、
こ
の
下
新
庄
・
淡
路
・
畠
摂
取
笠
寸
を
経

由
す
る
路
線
は
廃
線
と
な
っ
た
。

新
路
線
へ
の
切
り
替
が
何
時
布
わ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

一
九
三
平

(
大
正
二
年
)
十
月
二
十
五
日
、
宮
原
信
号
所
が
開
設

さ
れ
た
頃
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
旧
国
鉄
の
吹
田
駅
は
大
阪
1
向
日
町
聞
が
開
通
さ
れ
た
時
に

は
、
ま
だ
、
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
八
七
七
年
(
明
治
八
年
)
八
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漢
字
は
原
文
通
り
の
漢
字
で
、
太
字
の
箇
所
は
原
文
で
も
太
字
に

な
っ
て
お
り
、
文
章
に
は
句
読
点
が
殆
ど
付
け
ら
れ
て
い
な
い
a

(
注
)
一
哩
(
マ
イ
ル
)u約
一
・
六
回

文
「
北
大
阪
電
鍍
曾
社
の
内
容
」
の
項
目
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
原
文
の
一
部
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ム
屯
車
開
通
l

今
回
開
通
し
た
る
は
本
線
の
内
終
黙
千
里
山
よ
り
豊
津
、
吹
田
、

新
庄
を
経
て
淡
路
に
至
る
間
及
支
線
淡
路
よ
り
島
帯
禅
寺
、
南
方
を
経

て
阪
神
急
行
電
銭
十
三
停
留
所
至
る
区
間

文
、
淡
路
よ
り
大
阪
市
天
神
橋
六
丁
目
に
至
る
聞
は
大
正
十

一
年

中
に
開
通
の
殻
定
な
り
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北
大
阪
電
気
懇
埠
は
、
前
記
の
文
章
で
も
判
る
如
く
、
大
阪
市
内

の
始
発
駅
を
、
計
画
で
は
天
神
橋
六
丁
目
と
し
て
い
た
が
、
実
の
と

こ
ろ
資
金
的
な
理
由
か
ら
、
新
淀
川
に
鉄
橋
を
架
け
る
事
が
出
来
ず
、

梅
田
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
持
つ
阪
神
急
行
電
鉄
(
現
、
阪
急
電
患
の

十
三
駅
を
、
当
座
の
始
発
駅
と
し
て
選
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
様
で

あ
る
。
し
か
し
、
開
通
も
し
て
い
な
い
天
神
橋
六
丁
目
1
淡
路
間
を



本
線
と
し
、
十
三
i
淡
路
聞
を
支
線
と
し
て
公
表
し
て
い
た
と
は
、

こ
の
小
冊
子
を
目
に
す
る
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
。

淡
路
1
天
神
橋
六
丁
目
聞
は
、

一
九
二
五
年
(
大
正
十
四
年
)
十

月
十
四
日
、
北
大
阪
電
気
撃
埠
の
経
営
を
受
け
継
い
だ
新
京
阪
鉄
道

に
よ
っ
て
開
事
cせ
ら
れ
た
が
、
大
阪
市
内
の
始
発
駅
を
天
神
橋
六

丁
目
に
シ
拘
っ
た
北
大
阪
電
気
祭
壇
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
自
分
た

ち
の
時
代
に
、
こ
の
区
間
を
関
空
c
せ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

は
、
残
念
至
極
の
至
り
で
あ
っ
た
事
と
思
フ
。

十
三
t
南
方
間

|
高
槻
笛
埠
第
2

踏
切
道
|

十
三
駅
5
番
線
ホ
!
ム
(
河
原
町
・
北
千
里
方
面
行
き
)
の
淡
路

寄
り
の
先
端
か
ら
、
枕
木
の
数
に
し
て
、
僅
か
、

二
十
四
本
分
先
の

と
こ
ろ
に
こ
の
踏
塑
坦
が
あ
る
。

明
治
以
前
、
大
阪
高
麗
橋
を
基
点
と
し
て
、
吹
田

・
茨
木
を
経
て

高
槻
城
下
よ
り
西
国
管
坦
へ
至
る
道
を
高
槻
笛
埠
と
称
し
た
様
だ
が
、

明
治
に
入
り
、
高
臆
橋
か
ら
宇
野
辺
ま
で
を
亀
岡
街
道
と
し
、
高
槻

重
は
茨
城
市
宇
野
辺
か
ら
高
槻
市
議
の
西
国
車
の
接
続
地
点

ま
で
と
さ
れ
た
σ

そ
の
後
-
高
槻
笛
坦
の
道
筋
は
、
更
に
変
え
ら
れ

|
中
島
小
橋

踏
切
道
|

十
三
東
五
丁
目
(
十

梓窓φ
を
結
ぶ
子
vこ
」
あ
の
踏
切
道
の
あ
る
場
所
は
、
過
つ
て
の

ZRHの
西

の
端
の

一
角
に
あ
た
る
様
だ
。
中
島
村
は
大
正
の
後
期
ま
で
は
、
北

中
島
村
と
西
宮
将
に
分
か
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
湿
地
帯
で
あ
っ

た
た
め
何
本
か
の
河
川
が
流
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
河
川
の
内
、
い
ず
れ
か
の
川
に
架
か
っ
て
い
た
橋
が
中

島
小
橋
で
、
そ
の
橋
の
近
く
に
造
ら
れ
た
こ
の
踏
切
道
は
、
そ
の
橋

に
あ
や
か
り
、
そ
の
名
を
冠
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
現
在
、
東

淀
川
区
に
は
東
中
島
と
西
中
島
と
云
う
地
名
は
あ
る
が
、
北
中
島
と

云
う
地
名
は
見
当
た
ら
な
い
。

ー
能
勢
街
道
踏
切
道
l

能
勢
街
道
は
大
阪
高
麗
橋
を
基
点
と
し
て
、
十
三
了
三
国
・豊
中
・

池
田
・
川
西

・
妙
見
を
経
て
亀
岡
へ
至
る
街
道
な
の
で
、
こ
の
踏
切

道
の
辺
り
を
、
こ
の
街
道
が
通
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
高
槻
笛
坦
ほ

ど
不
思
議
で
は
な
い
。

上
向
槻
笛
埠
第
1

踏
盟
堪
|

高
槻
笛
埠
第
2

踏
切
道
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

た
様
で
あ
り
、
今
で
は
、
高
麗
橋
・
天
神
橋
・
長
柄
橋

・
菅
原
町
・

江
口

・
神
崎
川

・高
浜
町

・
吹
田
(
以
下
省
略
巴
が
高
槻
笛
埠
の

一

般
的
な
道
筋
と
さ
れ
て
い
る
、

高
槻
笛
埠
の
道
筋
m
r
v

」
の
様
な
ル
l
ト
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
十

三
・
南
方
あ
た
り
は
、
そ
の
ル
l
ト
か
ら
随
分
と
外
れ
て
い
る
事
に

な
る
。
そ
れ
な
の
に
ど
っ
し
て
、
こ
の
踏
盟
埠
に
高
槻
笛
埠
と
い
う

名
前
を
付
け
ら
れ
た
の
か
、
合
点
が
い
か
な
い
。
尤
も
、
今
で
は
、

昔
の
笛
埠
と
言
わ
れ
る
道
の
殆
ど
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
又
、

明
治
時
代
に
は
、
笛
埠
の
道
筋
を
か
な
り
い
じ
っ
た
様
な
の
で
、
も

し
か
す
る
と
、
こ
の
あ
た
り
に
高
槻
笛
埠
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
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ー
女
子
職
踏
型
宇

こ
の
踏
切
道
は
、

一
九
二
七
年
(
昭
和
二
年
)
一
月
十
七
日
、
大

阪
高
等
女
子
職
業
子
校
が
開
校
さ
れ
る
の
を
機
に
設
け
ら
れ
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。

こ
の
学
校
は
、
そ
の
後
、
淀
川
女
子
商
業
予
校
↓
淀
川
高
等
学
校

↓
淀
川
女
壬
高
等
学
校
と
な
り
、
平
成
十
二
年
、
英
真
学
園
高
等
学

校
と
改
称
男
女
共
学
と
な
っ
て
い
る
。

よ
呂
操
筋
踏
切
道
|

こ
の
踏
切
道
は
、

一
九
三
三
年
(
昭
和
八
年
)
九
月

一
日
に
開
設

さ
れ
た
旧
国
鉄
宮
原
操
車
場
(
現
J
R
西
日
本
の
宮
原
総
合
運
転
芭

に
通
ず
ゑ
埠
と
し
て
、
北
大
阪
電
気
祭
壇
の
経
営
を
受
け
継
い
だ
新

京
阪
鉄
道
に
よ
っ
て
設
置
・
命
名
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。ー

御
堂
筋
西
踏
盟
事
l

l
御
堂
筋
東
踏
切
道
|

地
下
鉄
御
堂
筋
線
と
恩
坦
四
二
三
号
線
(
通
称
新
健
呈
包
を
挟

ん
で
設
置
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
二
本
の
踏
切
道
は
北
大
阪
電
気
懇
埠

が
路
線
を
敷
設
す
る
時
に
は
な
く
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
「南
方
西
」

と
云
'「
毛
の
踏
切
道
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
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一
九
六

一
年
(
昭
和
三
十
六
)
東
海
道
新
幹
線
の
終
点
駅
と
す
る

場
所
が
決
定
す
る
と
同
時
に
、
地
下
鉄
御
堂
筋
線
の
新
大
阪
駅
ま
で

の
延
長
工
事
画
が
開
巻
c
れ
た
。
同
時
に
、
線
路
と
並
行
し
て
道
路

牢
恕
鯉
鼻

g
の
工
事
が
布
わ
れ
、

一
九
六
四
年
(
昭
和
三
十
九
年
)
、

に
、
先
ず
、
地
下
鉄
と
新
淀
川
上
流
部
分
の
道
路
が
開
通
し
、
下
流

部
分
の
道
路
は
、
大
阪
万
博
開
一
豊
削
年
の

一
九
六
九
年
(
昭
和
四
十

四
年
)
に
、
そ
の
供
用
が
開
巻
。
れ
た
。



こ
の
地
下
鉄
と
露
の
工
事
に
伴
い
、
「
南
方
西
」
と
推
定
さ
れ
る

踏
切
道
は
廃
止
さ
れ
、
御
堂
筋
西
・
御
堂
筋
東
の
二
本
の
踏
坦
坦
が
、

そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
様
だ
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
踏
盟
坦
は
京

阪
神
急
行
電
鉄
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
事
に
な
る
。

南
方
1
島
恋
等
間

上
堕
刀
東
踏
盟
申
ー

こ
の
踏
切
道
は
南
方
駅
と
東
準
埠
線
の
ガ
i
ド
の
中
間
に
あ
り
、

先
に
記
し
た
、
廃
止
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
車
刀
西
踏
切
道
」
と

南
方
駅
会
挟
ん
で
、
対
と
な
る
踏
切
道
と
し
て
「
南
方
東
」
と
名
付

け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ー
宮
筋
西
踏
切
道

l

l
宮
筋
東
踏
盟
申
|

南
方
駅
よ
り
東
準
埠
線
の
カ
1
ド
を
く
ぐ
っ
て
直
ぐ
の
所
に
、
枕

木
の
数
に
し
て
、

三
十
本
程
の
間
隔
で
二
本
の
踏
切
道
が
並
ん
で
い

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
踏
切
道
を
渡
っ
て
交
わ
っ
た
道
の
先
に
は
、

こ
の
地
域
の
氏
神
様
で
あ
る
中
島
惣
社
が

-F
り
れ
て
い
る
。

お

fj 
zi 
z号
そ向、 』シ

更を

ii 
手i

がで
ら
歴お
史寺
がと
感云

~ 1 
れり
なか

の菜
はピ
霊室ノレ
し的
いな
気感
がじ

Zて

事
で
あ
り
な

手
前
宮
筋
西
踏
切
道

そ
の
先
宮
筋
東
踏
盟
埠

一
年
)
に
都
が
難
波
長
柄
豊
碕
に
遷
都
さ
れ
た
頃
に
五
穀
豊
穣
を
祈

る
為
に
多
く
の
神
領
を
得
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
島
事
寺
は
天
平
年
間
(
七
二
九
1
七
四
八
年
)
に
法
相
宗

の
行
基
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
歴
史
的
に
は

中
島
惣
社
の
方
が
少
し
古
い
様
で
あ
る
。

中
島
惣
社
は
塵
長
末
年
、
大
阪
の
乱
に
て
焼
失
し
た
。
し
か
し
、

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
時
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
申
島
郷
の
守
護
神
と

し
て
宇
賀
御
魂
神
(
う
が
の
み
た
ま
の
か
み
)
が
記
ら
れ
、
明
治
時

代
の
後
半
、
中
島
郷
四
十
八
カ
村
の
親
宮
霧
器
と
い
う
こ
と
か

ら
多
く
の
神
が
合
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
も
地
元
の
人
々
の

厚
い
信
樹
を
集
め
て
い
る
。
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崇
禅
寺
か
ら
中
島
惣
社

一
帯
は
島
事
寺
馬
場
と
呼
ば
れ
、
明
治
時

代
に
は
、

一
万
九
千
坪
あ
ま
り
の
境
内
を
持
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二

十
年
の
容
襲
で
、
共
に
焼
失
し
、
現
在
の
社
殿
・
本
堂
は
そ
の
後
復

興
さ
れ
、
何
度
か
の
改
修
正
経
て
今
に
至
っ
て
い
る
。

中
島
惣
社
の
お
社
は
、
大
き
く
は
な
い
が
、
い
か
に
も
地
域
の
氏

神
様
と
し
て
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
崇
禅
尋
の
本
堂

と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
建
物
は
、
鉄
骨
の
柱
と
ガ
ラ
ス
張
り
の
造
り

ー
飛
鳥
橋
踏
盟
壇
l

現
在
、
こ
の
踏
切
道
の
あ
る
場
所
は
東
中
島
で
あ
る
が
、
過
つ

て
は
飛
鳥
町
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
こ
の
踏
切
道
の
近
く
に
は
、
飛
鳥

住
宅
・
飛
鳥
青
少
年
会
館
・
あ
す
か
保
葺
固
な
ど
「
飛
鳥
」
を
冠
す

る
建
物
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
町
を
流
れ
る
川
に

架
か
る
橋
の
名
を
と
っ
て
、
こ
の
踏
切
道
は
名
付
け
ら
れ
た
の
で
は

と
思
わ
れ
る
。

尚
、
宮
筋
西
踏
切
道
t
島
市
溢
尋
駅
間
あ
た
り
の
路
線
は
、
旧
国
鉄

の
廃
線
跡
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
た
の
で
、
先
に
も
記
し
た
知
く

こ
の
辺
り
は
、
小
さ
な
カ
l
プ
が
3
つ
連
な
る
窮
屈
な
区
間
で
あ
っ

た
O

従
っ
て
、
永
年
に
わ
た
り
、
こ
の
区
間
生
定
行
す
る
列
車
は
速

度
を
落
と
し
て
運
転
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
列
車
の
ス
ピ
ー
ド
・

ア
ッ
プ
を
計
る
為
に
、

一
九
五
五
年
窃
和
三
十
五
年
)
末
か
ら
翌

春
に
か
け
て
、
こ
の
曲
線
の
改
良
工
事
が
な
さ
れ
、
現
在
の
様
に
回

転
半
径
の
大
き
な
一
つ
の
カ
l
ブ
に
な
っ
た
。
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崇
禅
寺

i
淡
路
間

ー
大
宮
橋
踏
盟
牢
l

大
宮
橋
も
こ
の
近
く
を
流
れ
て
い
た
川
に
架
け
ら
れ
て
い
た
橋
で
、

こ
の
踏
回
選
は
そ
の
名
に
あ
や
か
り
命
名
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
る
。

大
宮
と
は
、
大
辞
林
に
よ
る
と
、
神
社
の
敬
称
を
指
す
と
あ
る
が
、

実
際
、
こ
の
踏
盟
埠
の
先
に
は
、
多
く
の
神
々
が
合
記
さ
れ
て
い
る

中
島
惣
社
に
通
じ
る
路
が
あ
る
。
従
っ
て
、
柴
島
あ
た
り
の
氏
子
が

中
島
惣
社
に
参
拝
に
訪
れ
る
折
に
は
、
こ
の
橋
が
利
用
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

尚
、
淡
路
駅
1
柴
島
駅
間
の

「大
宮
筋
踏
盟
埠
」
を
ひ
も
解
く
折

に
は
、
ー
こ
の
近
く
に
は
大
宮
に
由
来
す
る
何
か
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
判
ら
な
い

l
k書
い
た
が
、
こ

の
時
に
は
、
そ
の
大
宮
が
中
島
惣
社
に
当
る
事
に
思
い
が
至
ら
な
か

っ
た
。

ネ
ッ
ト
上
で
も
、
「
ハ
ラ
カ
イ
」
と
は
ど
う
い
主
震
・
・
・
・
0
・ど

ん
な
漢
字
を
書
く
の
・
・
0
・
な
ど
と
の
文
字
が
氾
濫
し
て
い
る
。

ー

一
小
川
踏
塑
平
l

北
大
阪
電
気
撃
埠
が
発
行
し
た
、
前
記
の
「
大
阪
の
北
郊
と
北
大

阪
電
鎌
」
の
中
で
同
社
は
「
北
大
阪
電
鍍
淡
路
停
車
場
附
近
綬
管
地

直
整
理
計
画
圃
」
と
云
う
見
出
し
で
、
淡
路
駅
を
中
心
と
し
た
分
譲

地
の
図
面
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
図
面
に
よ
る
と
淡
路
駅
の
手
前

に
一
本
の
踏
切
道
と
川
が
描
か
れ
て
い
る
。
図
面
で
は
川
幅
は
良
く

判
ら
な
い
が
、
小
川
と
云
う
か
ら
に
は
、
そ
う
大
き
な
川
で
は
な
さ

そ
う
だ
。
こ
の
踏
切
道
は
こ
の
川
に
由
来
し
て
名
付
け
ら
れ
も
の
と

翠
比
さ
れ
る
。

ー
山
市
え
る
踏
型
事
|

前
号
に
も
-
記
し
た
如
く
、
現
在
、
阪
急
電
鉄
が
工
事
主
体
と
な
っ

て
淡
路
駅
を
中
心
と
す
る
連
続
立
体
交
差
化
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
高
架
化
工
事
が
二
O
二
O
年
に
完
成
す
る
と
、
京
都
線
で
は
六

ケ
所
・
千
盟
議
で
は
十

一
ケ
所
の
踏
切
道
が
廃
止
さ
れ
る
事
に
な
る
。

特
に
、
開
か
ず
の
踏
切
道
と
し
て
評
判
の
良
く
な
い
京
都
線
の
「
ハ

ラ
カ
イ
」
「

一
小
川
」
「
善
隣
社
」
「
北
陽
」
と
千
盟
議
の
「
住
宅
」
の

ー
ハ
ラ
カ
イ
踏
切
道
|

九
十

一
年
前
に
名
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
こ
の
踏
切
道
名
の

由
来
は
、
現
在
で
は
全
く
の
謎
と
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
踏
切
道
に
付
い
て
は
、
室
電
鉄
広
報
課
に
、
そ
の
名
の
由

来
等
の
問
い
A
P
わ
せ
を
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
阪
急
電
鉄
に
は
踏

切
道
に
関
す
る
資
料
が
無
い
様
で
、

全
く
わ
か
ら
な
い
と
の
事
で
あ

っ
た
。
文
、
同
課
の
話
で
は
、
こ
の
踏
盟
坦
に
付
い
て
は
か
な
り
の

問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
い
る
と
の
事
で
も
あ
る
。
実
際
、
イ
ン
タ
ー

各
踏
切
道
が
無
く
な
る
事
は
、
交
通
渋
滞
の
解
消
シ
安
全
確
保
の
向

上
に
と
っ
て
は
良
い
事
で
あ
る
。

し
か
し
、
個
人
的
に
は
、
淡
路
駅
手
前
の
線
路
際
か
ら
、
ミ
ス
テ

リ
ア
ス
な
名
前
の

「
ハ
ラ
カ
イ
」
の
標
識
が
無
く
な
る
の
は
、
こ
の

踏
切
道
を
「
ひ
も
と
け
な
か
っ
た
」
残
念
な
気
持
ち
と
共
に
、

一
抹

の
寂
し
さ
を
感
ず
る
。
こ
の
ま
ま
、
こ
の
踏
切
道
が
無
く
な
る
と
、

こ
の
「
ハ
ラ
カ
イ
」
の
由
来
が
判
ら
な
い
ま
ま
消
え
て
行
く
事
に
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
の
様
な
事
に
な
る
前
に
、
こ
の
踏
盟
埠
の
金
削
の

由
来
を
、
是
非
、
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
情
報
を
お
持
ち

の
方
は
、
そ
の
提
供
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

十
三
す
淡
路
聞
は
北
大
阪
電
気
鉄
道
・
新
京
阪
懇
埠
・
京
阪
電
気

掌
壇
の
各
時
代
を
通
じ
て
支
線
の
扱
い
で
あ
っ
た
が
、
経
営
可
か
京
阪

神
急
行
電
鉄
に
務
付
さ
れ
た
後
の
、

一
九
五
九
年
信
和
三
十
四
き

一一
月
十
八
日
、
梅
田
1
十
三
間
の
三
複
線
工
事
が
完
成
し
、
新
線
を

使
い
、
梅
田
1
京
都
聞
の
運
転
が
開
巻
。
れ
た
の
を
機
に
京
都
線
に

編
入
さ
れ
た
。

文
、
十
三
1
淡
路
聞
に
は
、
運
行
開
始
の
時
期
は
判
ら
な
い
が
、

淡
路
駅
の

一
号
線
と
十
三
駅
の
七
号
操
を
折
り
返
し
運
転
す
る
電
車

が

一
時
期
運
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
折
り
返
し
運
転
は
何
時
中
止
さ

れ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
淡
路
駅
の
五
議
ホ
l
ム
が

一
九
五
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四
年
〈
昭
和
二
十
九
年
)
三
月
三
十
日
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
に
伴
い
、
そ
の
運
行
が
中
止
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

他
方
、
十
三
駅
の
七
号
線
ホ
l
ム
は
一
九
七
六
年
信
和
五
十
一

年
)
九
月
二
十
三
日
ま
で
、
主
と
し
て
十
三
駅
発
着
の
河
原
町
駅
行

普
通
電
車
の
ホ
l
ム
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
駅
の
大
幅

な
改
良
工
事
に
伴
い
廃
止
さ
れ
た
。

尚
、
淡
路
駅
の

一
号
線
ホ
l
ム
は
今
で
も
欠
番
に
な
っ
て
お
り
、

列
車
は
二
本
の
遺
志
l
ム
の
二
号
線
か
ら
五
義
で
霊
有
し
て
い

る
。会

誌
十
四
号
に
投
事
。
せ
て
戴
い
た
「
千
里
山
線
の
踏
盟
坦
を
ひ

も
と
く
|
北
千
里
1
天
神
橋
筋
六
丁
目

l
」
を
お
読
み
戴
い
た
方
の

中
か
ら
、
「
下
新
圧
駅
を
出
て
、
神
崎
川
の
鉄
橋
を
渡
り
切
っ
た
あ
た

り
か
ら
、
ガ
ス
タ
ン
ク
が
見
え
る
と
こ
ろ
な
ど
に
千
里
山
線
の
原
風

景
を
感
じ
た
」
と
か
「
久
し
ぶ
り
に
千
里
山
線
に
乗
っ
た
時
に
、
改

め
て
踏
切
道
を
意
識
し
て
昔
の
風
景
を
思
い
出
し
た
」
な
ど
、
そ
の

他
に
も
同
じ
よ
う
な
ご
意
見
を
多
数
頂
戴
致
し
ま
し
た
が
、

筆
者
と

し
て
は
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見
を
寄
せ
ら
れ

た
方
々
に
は
、
当
紙
上
を
借
り
ま
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

9
以

上
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